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近年，日本人スポーツ選手の活躍
は目覚ましく，2020 年東京オリンピッ
クでの金メダル獲得，WBC 優勝，大
谷選手の MLB 史上最高額の契約な
ど記憶に新しいと思います。野球や
サッカー，バスケットボール，テニス
など国際舞台での躍進が注目され，日
本のスポーツ産業だけでなく経済にも
大きな影響を与えています。このよう
なスポーツ選手の成功には常に新し
い技術やトレーニング方法を取り入れ
データを分析し自己研鑽に努めてい
ることだと思います。またチームメー
トやコーチなど円滑なコミュニケー
ションや専門知識の習得も重要です。
これらの要素は建設業界でも同様に
重要です。新しい技術やトレーニン
グについては ICT，IoT，AI などの
先端技術や新しい建設材料の活用に
より効率化や品質向上を図り，データ
分析結果から施工プロセスの最適化
やリスク管理が可能となります。さら
にチームワークやコーチングのように
産学官の連携や専門家との協力によ
り高度な技術開発，発展が期待され
ると思います。またスポーツ選手が高
いパフォーマンスを維持するために必
要な品質と耐久性は，建物や構造物
も同様に求められます。特に地震など
自然災害に対する安全性を高める技
術の開発は重要と考えます。これらの
スポーツ選手の成功を教訓に建設業
界へどう生かし取り組んでいくかを考

えるのも面白いと思います。
さて，今月号は「新しい建設材料，

コンクリート工，コンクリート構造」
をテーマに紹介しました。巻頭言では
東京大学大学院の野口教授よりカー
ボンニュートラル化に向けた省エネや
再生可能エネルギーの導入の必要性，
さらに CCS や CCUS 技術も必要不可
欠であること，そしてこれら人類の活
動は地球システムに悪影響を与えな
い形でなされなければならないという
ことをご提言いただきました。

行政情報では，国土交通省より
テーマ関連情報のほか，令和 6 年能
登半島地震における災害対策車両の
取り組みについて特別寄稿いただき
ました。

技術報文では，新素材を利用した
コンクリート，施工の高速化，安定
した品質確保のための技術などの新
工法，新技術の開発，地球環境へ配
慮した新しい建設材料などの報告を
頂きました。

交流のひろばでは，地盤凍結工法
における環境負荷低減を目指した取
組み，地域住民が建物との別れを惜
しみつつ解体工事を身近に感じても
らう「解体祭」の取組みを紹介いた
だきました。

最後に，突然の依頼にも関わらず
快くご協力いただいた執筆者の皆
様，関係者の皆様に深く感謝いたし
ます。皆様から頂いた貴重な情報を
共有し，読者の皆様の一助となれば
幸いです。

 （平田・佐藤）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
② 協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12冊）　10,032円（税・送料込）

5 月号「トンネル特集」予告
・道路トンネルの点検技術　・「高規格道路ネットワークのあり方　中間とりまとめ」と

「WISENET2050・政策集」　・SENS 掘進中に出現した巨大な岩塊群の撤去　・シールド工事に
おけるアコースティック・エミッション技術を用いた支障物切削負荷検知システムを開発　・シー
ルドマシンのローラーカッター交換システムの開発　・山岳トンネルにおける吹付けコンクリー
トの自動化　・山岳トンネル工事における計測作業の遠隔化技術の開発　・遠隔臨場による岩判
定会議　・山岳トンネル工事における最適発破自動設計施工システムを開発　・山岳トンネル工
事で超高強度吹付けコンクリートを適用　・山岳トンネルにおける防水シート施工の自動化技
術　・鋼管膨張型ロックボルトの機械打設システムの開発　・VR 空間で遠隔地から「岩判定」
トンネル工事現場の施工状況を確認できるシステムを構築　・吹付厚さのリアルタイム計測と管
理「吹付ナビゲーションシステム」を開発　・山岳トンネルにおけるロックボルト打設の自動化


